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「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働 相 談は 無 料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

ス
イ
セ
ン

花言葉：愛に応えて

消
費
税
も
増
税
さ
れ
、

「
月
２
，
３
万
は
上
げ
て

ほ
し
い
」
「
契
約
社
員
は

何
年
も
給
与
が
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
ず
、
生
活
が
苦
し

い
」
の
声
を
耳
に
す
る
。

誰
で
も
普
通
に
働
け
ば
、

生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

国
民
春
闘
が
掲
げ
て
い

る
よ
う
に
、
月
額
２
万
５

千
円
、
時
間
額
１
５
０
円

以
上
の
賃
上
げ
、
全
国
一

律
最
低
賃
金
は
時
給
１
５

０
０
円
を
実
現
す
る
こ
と

は
切
実
な
要
求
で
す
。

安
倍
政
権
下
で
実
質
賃

金
が
下
が
る
一
方
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
大
企
業
は
大

も
う
け
を
し
て
内
部
留
保

が
４
４
９
兆
円
（
２
０
１

８
年
度
）
に
増
え
ま
し
た
。

も
と
も
と
私
た
ち
が
働
い

た
分
で
あ
り
、
内
部
留
保

を
還
元
し
て
、
大
幅
賃
上

げ
を
す
べ
き
で
す
。

労
働
運
動
総
合
研
究
所

の
試
算
で
は
、
２
万
５
千

円
の
賃
上
げ
は
、
全
企
業

規
模
の
内
部
留
保
の
２
・

９
５
％
で
可
能
。
最
低
賃

金
を
時
給
１
５
０
０
円
に

引
き
上
げ
る
の
も
２
・
３

７
％
で
で
き
ま
す
。

大
幅
賃
上
げ
や
労
働
条

件
を
改
善
す
れ
ば
、
家
計

消
費
を
通
じ
て
企
業
経
営

の
前
進
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

こ
れ
に
対
し
経
営
者
団

体
連
合
会
（
経
団
連
）
は
、

「
一
律
的
な
賃
金
要
求
は

適
さ
な
い
」
な
ど
と
春
闘

を
否
定
し
、
労
働
者
を
分

断
し
て
要
求
を
抑
え
込
も

う
と
し
て
い
ま
す
。
国
民

生
活
の
改
善
に
も
購
買
力

拡
大
に
よ
る
経
済
の
健
全

化
に
も
背
を
向
け
て
、
内

部
留
保
（
溜
め
込
み
金
）

に
固
執
す
る
な
ど
許
せ
ま

せ
ん
。

安
倍
政
権
と
財
界
・
大

企
業
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て

き
た
賃
金
抑
制

や

「
働
き
方
」
改
悪
を
、
職

場
か
ら
跳
ね
返
し
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

正社員と非正規の格差
優先で「職務の内容」や「業務の内容及び
配置変更」と関係がない制度を同一に。

家族・住宅手当廃止は
延期でなく撤回を

１
月
号
に
続
い
て
星
の
話

題
に
な
り
ま
す
が
、
冬
の
星

空
を
見
上
げ
た
事
が
あ
り
ま

す
か
。
星
空
の
全
体
は
、
88

の
星
座
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
夜
空
の

座
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
９

２
８
年
国
際
天
文
学
連
合
で
決
定
さ
れ

た
も
の
で
、
新
星
の
発
見
な
ど
星
の
位

置
を
特
定
す
る
時
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

南
天
に
は
61
の
星
座
が
あ
り
、
全
体
の

70
％
。
特
に
冬
の
星
座
は
一
等
星
が
多

く
、
見
応
え
十
分
で
す
▼
そ
の
代
表
格

が
オ
リ
オ
ン
座
で
す
。
三
ツ
星
を
挟
ん

で
向
か
っ
て
左
上
に
ペ
テ
ル
ギ
ウ
ス
、

右
下
に
リ
ゲ
ル
と
い
う
一
等
星
が
輝
き

ま
す
。
こ
の
赤
く
輝
い
て
い
た
ペ
テ
ル

ギ
ウ
ス
の
光
度
が
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ

て
い
る
事
が
、
星
座
愛
好
家
の
中
で
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
超
新

星
爆
発
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
！
▼

超
新
星
爆
発
は
太
陽
よ
り
も
質
量
が
８

倍
以
上
重
い
恒
星
の
最
期
の
姿
で
突
然

輝
き
続
け
ま
す
。
ペ
テ
ル
ギ
ウ
ス
は
太

陽
の
一
千
倍
の
大
き
さ
で
、
太
陽
の
位

置
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
木
星
の
軌
道
ま

で
吸
収
さ
れ
る
大
き
さ
。
満
月
の
お
よ

そ
１
０
０
倍
の
明
る
さ
が
３
ヶ
月
間
輝

き
続
け
る
と
言
わ
て
い
ま
す
。
（
諸
説

あ
り
）
▼
日
本
で
は
平
安
時
代
の
「
明

月
記
」
に
超
新
星
爆
発
の
輝
き
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
で
は
１
６

０
４
年
に
記
録
が
あ
り
、
ペ
テ
ル
ギ
ウ

ス
の
明
る
さ
の
変
化
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
▼
と
は
い
う
も
の
の
ペ
テ

ル
ギ
ウ
ス
ま
で
の
距
離
は
６
５
０
光
年
。

今
地
球
に
届
い
て
い
る
輝
き
は
６
５
０

年
前
に
発
せ
ら
れ
た
光
。
宇
宙
の
尺
度

か
ら
す
れ
ば
１
０
年
２
０
年
は
ま
ば
た

き
み
た
い
な
も
の
。
「
生
き
て
い
る
間

に
は
無
理
か
な
」
と
思
い
つ
つ
今
日
も

星
空
を
見
上
げ
て
い
ま
す
。

（
Ｏ
）



Ｏ Ｋ Ｉ海 外 売 上 高 の 推 移 (億 円)

海外売上高 連結 海外
比率　％ 売上高 売上高

2014年 30.2 4831 1460
2015年 36.7 5402 1985
2016年 33.6 4903 1647
2017年 29.1 4516 1314
2018年 27.0 4380 1183
2019年 22.7 4415 996

主 要 国 の 米 軍
駐 留 人 数 駐 留 人 数 米 国 外 駐 留 人 数 米 国 外
米 国 内 1,02 3 ,6 46 駐 留 比 率 1 ,126 ,5 33 駐 留 比 率
米 国 外 36 4 ,028 3 5 .6 % 163 ,1 35 1 4 .5 %

日 本 /米 国 外 4 2 ,496 11 .7 % 55 ,0 2 6 33 .7 %

　　　 陸 軍 (2 ,4 97 (2 ,5 94
　　　 海 軍 (18 ,5 9 4 (20 ,3 45
　　海 兵 隊 (9 ,886 (20 ,,0 01
　　　 空 軍 (11 ,5 1 9 (12 ,0 86
ドイツ ／ 米 国 外 3 8 ,7 88 10 .7 % 34 ,8 1 0 21 .3 %
韓 国 ／ 米 国 外 2 5 ,7 71 7 .1 % 24 ,9 1 4 15 .3 %
イタ リ ア ／ 米 国 外 1 1 ,8 06 3 .2 % 12 ,7 6 4 7 .8 %
イギ リ ス ／ 米 国 外 9 ,0 42 2 .5 % 9 ,1 45 5 .6 %
そ の 他 ／ 米 国 外 23 6 ,1 25 64 .9 % 26 ,4 7 6 16 .2 %

合 計 1 ,3 8 7 ,6 7 4 1 ,2 8 9 ,6 6 8

2008年 9月 201 8年 3月

《　 各 国 の 「地 位 協 定 」条 文 比 較 　 》
　 国 内 法 　 管 理 権  訓 練 .演 習 航 空 機 事 故 　 警 察 権 上 位 条 約
原則 立ち入り権 航空特例法など 捜索等の権利 権利を 日米安全保障

不適用 明記なし で規制できず 行使しない 行使しない 条約

立ち入り権 ドイツの承認が 調査をドイツ ドイツ警察の 北大西洋

明記 必要 が主体的に関与 権限あり 条約
基地はイタリア イタリア側の イタリア検察が イタリア軍 （ Ｎ Ａ Ｔ０）
指令下 承認が必要 証拠品を押収 の権限明記

自治体の立ち入 自国軍より

り権確保 厳しく規制

基地は英国 英側による措置 英国警察が現場

司令官常駐 等明記 を規制・捜索

原則適用

原則適用

原則適用

原則適用

日本

ドイツ

イタリア

ベルギー

イギリス

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２ ０ ２ ０ 年 ２ 月 第 ３ ７ ９ 号

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

早
め
の
予
防
を
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

毎
年
１
月
ご
ろ
に
な
る

と
職
場
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
り
だ
し
ま

す
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ジ
ェ
イ
ア
イ

ピ
ー
で
は
、
昨
年
に
早
め

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
で
対
策
。
し
か
も
工

場
の
中
で
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
希
望

者
は
、
全
員
受
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
通
常
、
予
防

接
種
を
受
け
る
と
な
る
と

病
院
に
あ
ら
か
じ
め
予
約

を
し
、
予
防
接
種
を
受
け

ま
す
。
職
場
で
行
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
面
倒
な
手
続

き
が
い
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と

１
週
間
出
社
で
き
な
く
な

り
、
年
休
が
少
な
い
派
遣

社
員
は
、
給
料
に
響
く
上

に
、
本
人
も
大
変
な
思
い

を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
他
の
職

場
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
解
雇

一
刻
も
早
い

職
場
復
帰
実
現
を

【
埼
玉
・
蕨
】

Ｎ
Ｅ
Ｃ
系
列
会
社
（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
）
で
一
方
的
に

嫌
が
ら
せ
を
受
け
、
そ
の

う
え
拉
致
す
る
形
（
イ
ラ

ス
ト
の
形
態
⇒
で
放
り
出

し
）
と
い
う
尊
厳
を
大
い

に
傷
つ
け
る
形
で
職
場
を

追
い
出
さ
れ
不
当
解
雇
と

な
っ
た
２
８
歳
青
年
の
裁

判
が
横
浜
地
裁
で
昨
年
か

ら
続
い
て
い
ま
す
。

心
療
内
科
医
と
共
謀
し

て
偽
の
診
断
書
を
作
り
解

雇
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
会

社
側
は
相
変
わ
ら
ず
反
省

は
な
く
、
ご
ま
か
し
と
正

当
化
の
供
述
を
し
て
い
ま

す
。
裁
判
所
は
こ
の
現
状

を
し
っ
か
り
把
握
し
納
得

い
く
判
決
を
出
し
、
会
社

側
は
一
日
で
も
早
く
自
ら

の
非
を
認
め
、
青
年
の
職

場
復
帰
と
尊
厳
の
回
復
を

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
で

群
馬
を
熱
く
す
る
」

【
群
馬
・
高
崎
】

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
１
９
年
１

０
月
、
群
馬
県
前
橋
市
を

本
拠
地
と
す
る
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム

「
群
馬
ク
レ
イ
ン

サ
ン
ダ
ー
ズ
」

（
Ｂ
リ
ー
グ

Ｂ
２
東
地
区

所
属
）
を
運
営
す
る
株
式

会
社
群
馬
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン

サ
ー
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。締

結
理
由
を
「
群
馬
県

に
は
高
崎
市
の
事
業
所
な

ど
複
数
の
拠
点
を
置
い
て

企
業
活
動
を
推
進
し
て
お

り
、
地
元
企

業
と
し
て

『
バ
ス
ケ
で
群
馬
を
熱
く

す
る
』
と
い
う
群
馬
ク
レ

イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
の
経
営

方
針
に
賛
同
。
同
チ
ー
ム

の
応
援
を
通
じ
て
群
馬
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
で
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」

と
し
て
い
る
。

工
場
に
は
、
試
合
日
程
な

ど
掲
示
も
さ
れ
盛
り
上
げ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
４
１
回

海
外
売
上
高
４
年
間
で
９
８
９
億
円
の
減
少

中
国
の
売
上
減
が
５
７
３
億

円
。
減
少
の
６
割
を
占
め
る
。

中
国
を
中
心
に
生
産
の
海
外

移
転
を
強
め
て
き
た
が
、
キ
ャ

シ
ュ
レ
ス
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

に
対
応
し
た
戦
略
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
１
９
年
１

０
月
、
中
国
、
タ
イ
と
並
ぶ
生

産
拠
点
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
新

会
社
を
設
立
。
メ
カ
ト
ロ
：
Ａ

Ｔ
Ｍ
な
ど
自
動
機

海外売上げ高の構成

沖電気の連結従業員数の推移

アメリカの言いなり？！
どうする「日米不平等条約」

外
国
軍
隊
を
自
国
に
駐
留
さ
せ
る

と
き
に
は
、
ど
の
国
の
場
合
も
そ
の

駐
留
軍
の
法
的
地
位
を
定
め
ま
す
。

「
日
米
地
位
協
定
」
は
正
式
に
は

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の

間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約

第
６
条
（
要
旨
＝
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

は
、
そ
の
陸
軍
、
空
軍
及
び
海
軍
が

日
本
国
に
お
い
て
施
設
及
び
区
域
を

使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
）
に
基

づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国

に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関

＊資料は沖縄県作成の地位協定調査から

す
る
協
定
」
で
す
。

日
本
は
憲
法
の
上
に
地
位
協
定

米
軍
の
基
地
建
設
に
制
約
な
し

抜
本
的
改
正
の
要
求
が
広
が
る

上
記
資
料
の
ご
と
く
、
政
府
は
地

位
協
定
で
、
法
律
の
適
用
を
放
棄
し
、

基
地
建
設
を
は
じ
め
、
米
軍
の
や
り

た
い
放
題
を
容
認
、
国
民
の
生
活
を

脅
か
す
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
知
事
会
は
１
８
年
７
月
に
航

空
法
や
環
境
法
令
な
ど
の
国
内
法
を

原
則
と
し
て
米
軍
に
も
適
用
さ
せ
る

こ
と
な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
日
本
」

軍
事
も
経
済
も
米
国
優
先
の
施
策

を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
日
本
に
要
求
す
る
米

国
。
新
た
な
日
米
関
係
が
必
要
で
は
。


